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要旨：本稿は西夏文文献に基づいて，「�1tśhjaa」の文法化を検討する．元々空間「～の上(に)」を表

す�1tśhjaaは時間「～の時」，因果関係「～なので」も表現するという文法化が進行したことを示す．

Abstract: Based on the review of the documents in Tangut, this paper studies the grammaticalization process of
the Tangut morpheme “�1tśhjaa”, �1tśhjaa which originally meant spatial orientation “on...”, is used to
represent time “when...” through a space-time metaphor.Then it is further grammaticalized and becomes a sign
of causality “because of...”.
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1. はじめに―西夏語の「�1tśhjaa」について

西夏語の「�1tśhjaa」は基本的に「～の上（に）」という空間における位置を表す．まず字書・辞書

の記述を確認する．西夏時代の韻書『文海』（12 世紀ごろ）に，形音義の簡単な記述が残っている．当

該の語について，荒川による字形と字義についての部分和訳を示す．（ ）内は荒川が補った．

「� ���� �������������」

�は，�（1tśhjaaという音）を周囲（※漢字学の「構え」という構造に相当）にし，�（「上」を

意味する．後述）の半（※ここではその偏）（からなる）1；�とは表側で，外側で，高い所である．下

ではないことをいう．

『夏漢字典』番号 0089は「１．上．存在．～において（名詞，格助詞）」「２．目的語の後に来て，

目的語の格助詞になる」の意味を挙げる2．近年編集された『西夏文詞典』の説明はより詳しく，「一．上，

本稿の著作権は著者が保持し，クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します．

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja

1 西夏韻書の字形解説では「全ての字形が計４字の西夏文字で説明される」という制約があるため，時に分かりに

くく，不合理なものも多い．
2 李（2008: 15）参照．
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二．時，三．～において(�2ɣaと同じ)」と主に三つの意味を持つとする3．一．はさらに「１．上，下

ではない．２．時間を表す．３．出す(料理を出す)（動）．４．上に向く(天に向いて)」に下位分類

される．韓の指摘は本研究とも関わる重要なものであるが，「一の２」の「時」と「二」の「時」が

どのように区別されるのか用例からは分かりにくい点，「三」の例文「天に道あり」は「天の上に道

あり」のように，「～において」というより「～の上」つまり「一」の解釈で良い点，など問題点が

散見される．この研究ノートで掘り下げて検討する必要がある．

�1tśhjaa4の同音字は，『文海』によれば３字あることが分かる．『夏漢字典』番号と同書による意

味を示す．

李 0101 �「強く 硬い(形容詞)」，李 0104 �「１．つまむ(動)．２．助数詞」，李 0095 �「淫

乱(となる動)」．

これらから二つのことが分かる．一つは同音の語に「上」に類似する意味のものが無いこと，一つ

は冠の横線「一」＋左下の「干」の部分が音符「1tśhjaa」として機能するということである．

西夏語の「空間詞」の研究については，1979年の Kepping の考察に遡る．Kepping（1979: 223)は，

「西夏語の�2·u(内)，�1tśhjaa(上)，�1khju(下)，�2gu(中)，��2ɣwə2rjir(前)，�2rjir(前)，�1nioow(外)
などの空間を表す単語は名詞に属する．そして，これらの語彙は名詞の後に付いて後置詞として使わ

れる」と指摘した．これだけでなく，Keppingは西夏語後置詞の分類に言及し，「名詞の後にしか付け

ない後置詞」と「多種類の品詞の後に付ける後置詞」に分けられると考えた．前者は�2do，�1·jijな
ど修飾語の機能を持つ標識で，後者は�1tśhjaa，�1kha などを含むとする5．林（1993)は Keppingの後

置詞についての分類に賛同し，更に，「�1tśhjaa と�2ɣaは置き換えて使うことができるので，この点

も�1tśhjaaの文法化の証拠となっている」と指摘した6．つまり，林は品詞としての�1tśhjaa の文法化

の傾向を認めている．荒川は，荒川（2010: 157-158， 163-164）に基づき，荒川（2014: 162-163，168-169）
に，この文法要素に関する見解を述べた．西田（1989）などでは格標識にされていないものの，これ

を格標識（場所格，上格）とみなした．本稿にも関係する「時間を表す名詞に後続する例」を１例挙

げている（荒川 2010: 164）ので後述する．一方，聶（2021）の研究によると，西夏語の�1tśhjaaは「～

の上に」を表すだけでなく，時間を表す小節の句末に出現し，「ちょうどその時」という意味で，漢

語の「時」と同じ意味であるとしている7．聶の例文は以下のものである．

（01） � � � � � � � � � � �
1tji 1rjir 1tśhjaa 1tsji 1ljɨj 1kow 1·jij 1ɣa 2zow 2dja 2we
戻る 得る 時 晋 霊 公 の 門 衛 P1 なる

戻って帰る時，晋霊公の門衛になっていた．『類林』巻七 (聶 2021: 371)

確かに，西夏文文献を読むと，�1tśhjaaで「時間」を表す例文が頻出する．さらに，本稿では「因

果関係」まで表わしていることを指摘したい．本稿は西夏文資料に基づいて，�1tśhjaaの文法化の過

3 韓（2021: 1巻 18）参照．もう一つ「四，大」とする意義があるものの，これは「大氅」の例だけで，熟語の一

部とみなすべきだろう．
4 本稿では西夏語の発音表記は『夏漢字典』に従う．肩文字の「1」は「平声」，「2」は「上声」「？は声調不

明」という声調を示す．本稿の例文では西夏文字,その推定音,語ごとの意味については『夏漢字典』(李 1997，

2008)に従う．ただし，韻母の前に位置する点(・)は声門音の初頭子音を示す．なお，『夏漢字典』では当該の文

字の発音は 1tśhjaと「主母音に下線」であったが，『西夏文詞典』などでは 1tśhjaaと表記が改められている．荒川

による従来の表記では 1chya:であるが「声母は正歯音類」「声調は平声第 21韻」について上記と同一の見解であ

るため，本稿では 1tśhjaaで表記する．
5 Kepping（1979: 223-229）参照．
6 林（1993: 677-711）参照．
7 聶（2021: 371）参照．
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程について考察する．

2. �1tśhjaaの様々な機能について

2.1 空間

�1tśhjaaの基本的な用法は「上」を示すことである．

まず，空間として「上」の意味を表す�1tśhjaaの用例を一例のみ挙げる．

（02）

1gur 1phiow 1ko 1tśhjaa 2·ju 2dzuu 2we

牛 白い 車 上 いつも 座る なる

いつも白い牛の牛車の上に座る．『灯要』(32: 6)8

この文は，西夏文『灯要』の一節で，大師が法達に説教し，「ある」と「ない」に執着しないため，

いつも白い牛の牛車の上に座ることができると説く．ここでは，「仏法」を「白い牛の牛車」にたと

えている．ここの�1tśhjaaは，空間的な「上」であるのが明らかである．形式的には名詞の後に来る．

西夏語において�1tśhjaaのほか，「上」という意味を持つ西夏文字が三つあり，それぞれ「� 2phju」
「� 1bjɨ 」「�？nwə」である．しかし，その意味や使い方について細かく分析すると，�1tśhjaaとは

異なる．� 2phju は方位詞「上」として使われると，「高い」という意味を持ち，即ち地位・位置が

高いことを意味する．� 1bjɨ は元々の意味は「高い」で，「上」という意味も具えているが，方位詞

としては使われず，形容詞「上にある～」として使われる．最後の�？nwə は動詞「上」(上げる)とし

て使われて，古代漢語でよく見られる「上表」(大臣が皇帝に表を捧げること．西夏語は OV語順であ

るが，「上表」は漢文からの借用語で，「��」となる)という語の構成に使う．

2.2 時間「時」を表す�1tśhjaa
2.2.1 他の「時」，特に 1dzjɨjによる「時」

議論に入る前に，西夏語における一般的な「時」の表現を概観する．

西夏語には単なる「時」という時間を表す西夏文字「 1dzjɨj」があり，その一方， 1dzjɨjと類す

る意味で，「時間」を示す「�2zjo 」「�1zjij」「� 2bjij」がある．孫は，１．「 1dzjɨj」は時間帯

や時間点9を示し，漢語に訳すと「今時」「一時」で，この文字の字形と意味は「�2njɨɨ」(日)と「�1tsewr」
(節)によること，２．�1zjijは現在あるいは未来の時間帯や時間点を示し，後置詞として(⋯の時)と訳さ

れ，いつも名詞の後に来て，字形と意味は「�2ŋa」(善，好い)，「�2khjɨɨ」(列)によること，３．�2zjo
は過去の時間帯や時間点を指し，字形と意味は「�1tsewr」(節)，「�2·jaar」(日)，「�1kjwi」(旧)によ

ること，４．�2bjijは未来のある時と指し，字形と意味は「 1dzjɨj」と「�」(至る)に関係する，と

指摘した10．

まず，本考察に関係する 1dzjɨjの例文を示す．

8 『灯要』は未公開の文献で，ロシア科学院東方文献研究所所蔵から筆者がテキスト化した．全ての録文は今後，

劉による論文で公開予定である．（ ）内は出典部分の何葉目，何行目を示す．『灯要』以外の例はそれぞれ出

典を示す．
9 中国語学では「時間点」と「時間帯」という概念と術語がある．前者は「特に(その時)という瞬間・短い時間を

示す」，後者は「瞬間や短い時間ではなく，何かが行われている時間の中での，ある一部分の時間を示す」とし

て区別される．この概念と術語で，西夏語の「時」も分析できる．
10 孫（2023: 112-115）参照．
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(03)
1mjiij 1dzjɨj 2djɨr 2mjɨɨ 1źjɨr 1dju 1kjɨ 2zow
夢(見る) 時 外境 実有 P1 執着

夢(を見ている)＝(寝ている)時，外境と実有に執着した．『禅源諸詮集都序』(聶・孫 2018:
148)

孫は 1dzjɨjは「時間帯・時間点」を表すと述べているものの，同氏の例文に時間「点」を表す例文

はない．例文(03)のように，「時間帯」を表す例が多数である．更に『夏漢字典』『西夏文詞典』の例

を調べたが， 1dzjɨjで時間「点」を表す例は見つからなかった．

1dzjɨjをはじめとしていくつかの「時間詞」で時間を表す表現がある一方で，空間詞�1tśhjaaによ

って「時間」を表すことがある．

2.2.2は，時間詞の後に出現し，時間を意味する�1tśhjaaの例を挙げる．

2.2.2 1dzjɨj＋�1tśhjaaによる「時」
1dzjɨjによる「時」に加え， 1dzjɨj＋�1tśhjaaによる「時」という表現が確認できる．荒川(2010：

164)に報告した例文に次のようなものがある．

（04） � � � � � � � � � � �
1·ji 1wee 1njiij 1mjor 1śjwo 1dzjɨj 1tśhjaa 1źjɨr 1śjwo 2lew 1mjij

衆生 心 現 起こす 時に 実に 起こす べき 無い

衆生が心(の働き)を現に起こす時に，実に起こすべき(ところ)がない『般若心経注』(荒川 2010:
164)11

この一節は『心経注』の内容で，ここで，空間を示す 1tśhjaaは時間詞 1dzjɨjと共起し「起こす時」

を意味する．

「～する時」という表現で，名詞ではなく「動詞」に後続するという形式的な特徴もある．「時」

という名詞に 1tśhjaaが後続し「～する時に」という意味になる例は他にも確認できる．

（05）
2ŋa 2thjɨ 2sju 1sjwɨ lə 1dzjɨj 1tśhjaa 1śja 2ljijr

私 この ように 考える 時に 十 方

1rjur 1tha 2zji 2·wj 2śja
諸 仏 悉 P1 現れる

私がこのように考える時，十方の諸佛が悉く現れた．『禅源諸詮集都序』(聶・孫 2018:
245)

この一節は『禅源諸詮集都序』の内容で，西夏文を漢文に訳すと「私がこのように考えると(すぐに)，
十方の諸仏が悉く現れた」という意味である．「時間」を表す構成は例文(04)と同じである．

11 荒川(2010)のもともとの出典は荒川(2006: 118)であるが，一部和訳を修正した．
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（06）
1tśjɨɨ 1tja 2gu 2mjiij 2tśhji 2dzjwo 1ljɨ 1dzjɨj 1tśhjaa
漸 TOP 中 下 根 人 である 時に

1io 1tsjiir 1thjoo 2·wo 2dźiej 2tsjij 1mjɨ 2njwi
円 法 妙 理 信 悟 NEG できる

漸(愚かな人)が中と下の慧根を持つ人である時，円法(円満の法)や妙理を信じて，

悟ることができない．『禅源諸詮集都序』(聶・孫 2018: 210)

この節も『禅源諸詮集都序』の内容で，「悟」と「漸」の違いについて説明する．西夏文を漢文に

訳すと「漸は中と下の慧根を持つ人で，その時円満の法や妙理を信じて，悟ることができない」とな

る．

(07) � � � � � � � � � � � �
1dzju 1·ji 2tśhjiw 1dzjɨj 1tśhjaa 2lew 2ɣa 1dźjwow 2tha 2gjɨ 2wjɨ 1wee
昔 殷 紂 時に 小鳥 から 鳥 大 一 P1 生む

昔殷紂の時，小鳥から一羽の大鳥が生まれた．『徳行集』(韓 2021: I巻 24)

上述したように，西夏語には四つの時間詞がある．ここで注意すべきなのは，それらの時間詞の中

で， 1tśhjaaが共起するのは常に 1dzjɨjということである，他の三つの時間詞と共起する例が見つ

からない．従って，2.2.3では，時間を表す時の“ ”と“ ”の区別についても検討する．

2.2.3 1tśhjaaによる「時」

2.2.2のように「1dzjɨjと 1tśhjaaが共起し、時間を表す」表現があるにもかかわらず， 1tśhjaa単独

で「時」を表す例も見られる．いくつかの例を挙げる．

（08）

1śjwi 1tśhjiw 1śja 1kjiw 2we 1tśhjaa 1nji 2dja 2phji

年 六 七 歳 なる 時 家 P1 離れる

年が六，七歳の(すぐに)，家を離れた(＝出家した)．『灯要』（38: 11）

この一節も『灯要』の内容で，智常大師という人物が六，七歳の時になるやいなや(＝年は幼いのに)，

出家して，仏法を求めたということを述べている．元々空間を表す 1tśhjaaが，年齢を述べる節の後

に使われると，時間を表すようになる．聶の指摘通り，これは漢語の「時」と同じ意味である．

認知言語学では，このような「時空メタファー」はよく見られる文法的な現象で，空間方位を非空

間概念に投射する隠喩である13と認められている．Haspelmathは通言語的研究によって，空間を表す標

12 但し，例文（08）の西夏文は解釈する際に，注意すべき点がある．古代の漢籍を読む時，「上宅」(尊敬語とし

て相手の家を称する)という表現がよく見られる．そして，西夏語「�」もよくセンテンスの語尾として使われる．つ

まり，節を区切った時，「七歳になる．上宅を離れる」と誤解しやすい．正しくは“ 1tśhjaa”は「�」(なる)
の後に付いて，「七歳になる時」を示す．
13 藍（2011: 233-248）参照．
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識が時間を表す標識へ変化する現象は一般的であるという事実を指摘した14．このように，西夏語でも

「空間⇒時間」のようにとらえなおす表現が見られる．

（09） …

2hu 1ŋwuu … 1ku 2mjo 2gji 2ŋo 1zjij 1tśhjaa

答える 曰く … 後に 私 子 病 かかる 時に

2mjij 1ljɨ̣ 1·juu śji2 2djij 1śjwo 2ŋowr 2·jɨ 1mjij

NEG 及 見る 行く 然し 夜 全 寝る NEG

答えて曰く「…後に私の子が病にかかった時（すぐには），私はその子を見に行かなかったけ

れど，夜通し眠れなかった．」『新集慈考伝』(聶 2009: 115)

この文は『新集慈考伝』の内容で，前の文脈は，ある人が第五論(人名)に「君は私心がありますか？」

と聞いた，それに対する返答である．第五論は「この前私の甥が病気にかかった，私は一晩で十回ぐ

らい見に行った．その後に私の子も病にかかった時私は見に行かなかったけれど，夜通し眠れなかっ

た」（つまり，私心がない）と答えた．

この文は動詞 「 病に かかる」の後に直接 1tśhjaaを付けて「病気にかかった時，すぐには見に

行かなかった」という意味を表す．

例文(08)と(09)によると，単独で 1tśhjaaを使って時間を表す時，1dzjɨjと 1tśhjaaの組合せより，「す

ぐには」「するやいなや」というニュアンスが強いと思われる．以下も続く節の表す事態が直後に生

じるという意味を持つ例文を挙げる．

（10）
1so 1kjiw 2lhji 1dźjwa 1tśhjaa 1mjij 1wja 1mja 2njɨ 1mjij
三 年 死ぬ 終る 時 女 父 母 など 女

1śjwi 1tsəj 2dja 1wjo 1nioow 1pha 2źji 1njiij 2kiej
年 若い P1 寡婦 で 異なる 嫁 心 欲しい

（夫が）死んだ三年の後になるやいなや，女の父と母らは女の年が若くて，寡婦にな

ったので，他のところに嫁がせて欲しかった．『新集慈考伝』(聶 2009: 107)

これも西夏文『新集慈孝伝』の一節で，ある漢朝の孝婦の物語である．この孝婦の夫は戦争で亡く

なった．三年の後（三年が経つやいなや），孝婦の両親は娘がまだ若いから，他人に嫁がせて欲しい

ということを述べた．この例文の 1tśhjaaも時間を表す理解すると，文意は通じる．

（11）
1śjwɨ 1·jij 1phjii 2śjɨj 2dji 1phji 1tśhjaa 2rewr 2·jijr 1dźjɨɨ̣ 2wja
舜 使う 倉庫 繕う 命じる 時 階段 壊す 火 つける

14 Haspelmath（1997: 140）参照．
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2wji 2khja 1dew 1phji 1tśhjaa 2·o 1nioow 2ŋwu １tjɨj 2wji
なる 井戸 掘る 命じる 時 入る 後 内 満 なる

舜を使って，倉庫を繕うよう命じるやいなや，階段を壊し，火をつけた．井戸を掘るよう命じ

るやいなや， 舜が 井戸に入った後，井戸を埋め込んだ．『新集慈考伝』(聶 2009: 128)

この節も西夏文『新集慈孝伝』の一節で，舜の物語である．前後の文脈は，舜の継母と弟は舜を恨

んでいた．継母は，舜に命じて倉庫を修理するとすぐに，わざと階段を壊し，火をつけた．井戸を掘

るよう命じるとすぐに，井戸に（石など）を埋め込んだ．日々，舜を殺したかったという文である．

（12） � � � � � � � � � �

·ja 1na 1la 2rjir 1tśhjaa 2dźiã 2tsjij 1sjiw 2·jiw 1śjwo

阿 難 記す 得る 時 菩薩 新 疑念 起こす

阿難が記を得る上で，新たな菩薩が疑念を起こす．『法華経』巻四仏図（荒川 2018:
77）15

この例は『法華経』の内容である．動詞「得る」の後に「�」が来て，「記を得る時」という意味

を表す．

以上の五つの例文は「動詞＋ 1tśhjaa」の形で時間を表す例である．前の動作が終わったら，次の

事柄が発生し，日本語の「～するやいなや」と近いと思われる．例文(04)から(07)の“ ”という使

い方と比べると，単独の場合は「時間点」を表す傾向が強く，複合語化された場合は「時間帯」を示

す傾向があると思われる．

2.2.4 小結

「時間」を表す各形式の意味と使う頻度をまとめると以下の表のようになる16．

形式 時間概念 意味 頻度

1dzjɨj 時間帯 ～する時 多い

1dzjɨj＋1tśhjaa 時間帯 ～する時 少ない

1tśhjaa 時間点 ～するやいなや 少ない

表で示すように，「時間帯」を意味する形式が二つあり，それぞれ 1dzjɨjと 1dzjɨj＋1tśhjaaである．「時

間点」を表す形式は 1tśhjaaしかない．三つの形式を比較して，西夏語の「時間」を示す形式の文法

化のプロセスは～1dzjɨj→～1dzjɨj＋1tśhjaa→～1tśhjaa であると現時点では推測する．その過程は，
1tśhjaa「上」にはもともと「時」を表す用法がなかったが 1dzjɨj「時」の後ろに生起するようになり，

「時間帯」を表す意味も具えて，その後，1dzjɨj「時」が脱落した形式が生じ，単独で「時間点」を

表すようになった．文法化するプロセスにつれて，意味も「時間帯」から「時間点」へ変化したと

推測する．

2.3 因果

15 荒川(2018: 77)参照，仏図中段の文 2つ目．
16 出典『灯要』『新集慈考伝』『禅源諸詮集都序』に基づくと，三つの使い方の出現頻度はそれぞれ 1dzjɨjは 34
回，1dzjɨj＋1tśhjaaは 5回，1tśhjaaは 22回である．ただし 22回のうち 20回は『新集慈考伝』で，この文献に集中

している．
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2.3.1 一般的な因果関係の表現

2.1と 2.2の用法以外に，「因果関係」を表すと考えられる例文も確認できる．

一般的に西夏文文献でよく見られる因果関係を表す語は「� 1bju」と「� 1nioow」で，それぞれの

例文は(13)と(14)である．

（13）
1tśhioow 2dzjwo 1pjwɨɨr 1ŋwuu 2nji 2mər 2ɣa 1zjwi 1·jij 2gjuu
ある 人 勧めて 曰く あなた 本来 において 甥 CM 救う

2śji 2lhjwɨ 2bow 1ŋewr 2le 1nioow 2nji 2gji 2rjor 2nja
行く 急ぐ 慌てる から あなた 子 得る SUF

ある人は勧めて曰う「あなたは元々甥を救いに行ったが，急いで慌てていたから，あなた

の子を救った」『新集慈考伝』(聶 2009: 125)

これは『新集慈考伝』の内容で，節姑という人物の物語である．節姑の姉の部屋で火事が起きた時，

節姑の甥と息子が部屋にいた．節姑は甥を救うために部屋に行ったが，慌てていたため(間違えて)自

分の息子を救ってしまった，再び部屋に行こうとしたが，ある人が節姑の行為を止めるためにこのよ

うに言った．この節で「慌てる」の後に来る� 1nioowは原因を表す．

（14）
？·ja 1tsju 1śjwi 1tsəj 1nioow 2śjij 2mjijr 2rejr 2ljij 1kha 1kiej
阿 足 年 幼い から 求める 者 多い 来る 中 姉

1wjo 1śjwi 2khwej 1bju 1ŋwu 1la 2·jar 1śjɨ 1mjɨ ?dźjij
寡 年 大 で 誓う 記 嫁 行く NEG 許す

阿足は年が幼いから求める者は多く来る，姉は寡婦で年も取っているため，阿足は姉を養うた

め嫁に行くことを肯んじない．『新集慈考伝』(聶 2009: 126)

この一節は『新集慈孝伝』の内容で，唐の時代，阿足という人物がいた．この人は幼い時両親が亡

くなり，兄弟もなく，ただ一人の姉がいた．阿足の年齢は若くて，娶りたいと思う者が多かったが，

姉は寡婦で年を取っていたため娶りたいという者がいない．そこで，阿足は「嫁に行かない，姉を養

う」と誓っていた．この文の�1nioowと�1bjuは原因を表す．

『文海』によると，�1nioowの字形は偏と旁が交替した「�」と関係し，西夏文文献では「��」(因

縁)という語が見られる
17
．�1bjuも原因を表しているが，基本的な用法は格標識（随従格）とされる．し

かし，原因を表す時には，両者の区別は現段階では不明である．また，原因を示す時の�1nioow，�1bju
と後述する 1tśhjaaの違いを説明するために，さらに多くの例文が必要と思われる．

2.3.2 1tśhjaaによる因果関係の表現

空間・時間ではなく， 1tśhjaaによる因果関係の表現と見られる例がある．

(15)
2sjo 1wja 1ljwij 1nioow 2rjijr 2mjiij 2mjiij 2mjiij 2ŋa
祥 父 死ぬ その後 次第に 名 良い

17 韓（2021:①127）参照．
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？·a 1dźjwow 1tśhjaa 1tśju 1zjɨ 1gjij 2njij 1sew 2wji
P1 広がる ので 朱 氏 倍 深い 嫉妬 なる

祥の父が亡くなった後，(祥の)良い名は次第に広がったので，朱氏の嫉妬は(前より)

倍になった．『新集慈考伝』(聶 2009: 135)

この節は西夏文『新集慈考伝』の内容で，王祥という人物の物語である．継母としての朱氏は王祥

のことが好きではない．祥の父が死んだ後，祥の良い名はだんだん広がっていったので，朱氏の嫉妬

は前より倍深くなっていった．名が「次第に」広がったので，時間的な「～するやいなや」「直後に

…」とは考えにくい．このセンテンスで 1tśhjaaを使って，嫉妬が深くなる「原因」を示すと考えら

れる．

（16）
1thja 2tjo 1śji 2wa 1rjir 2zji 1lhjo 1sjwi 2lu 2we
彼 弟 昔 何 得る 皆 失う 貧しい なる

1tśhjaa 1·jij 2war 2·ji 1djii 2ŋewr 1dźjow 2rjɨr 1khjow
ので 自ら 財 また 分ける 数 回 P1 与える

彼の弟は昔得たものを全部失い，貧しくなったので，(卜式は)また自らの財産を分け

て数回にわたってあげた．『新集慈考伝』(聶 2009: 131)

この節も『新集慈考伝』の内容で，卜式という人物が弟と分家して，後に，その弟は貧乏になった

ので，卜式はまた自らの財産を分けて，数回にわたって弟にあげた．これも時間的な「直後」ではな

く原因を表すと考えられる．

認知言語学において，特定の環境で空間と時間を表す単語は文法化され，「因果関係，譲歩関係」

などの標識になる現象がよく見られる19．つまり，時空メタファーを経た 1tśhjaaも，更に文法化して，

因果関係を意味する標識になったと考えることができる．

チベット・ビルマ語派の研究によると，因果関係の標識は，時間を意味する，或いは順接を表す「そ

れで」「~したら」に関係することがある．例えば，①ツァイワ語の因果関係標識 55lui と 51mu は，「こ

れから」「後ほど」という時間を表す意味と「だからこそ」「~だから」という原因を表す意味を備え

ている．②ジンポー語の仮説標識 31jaŋ(…すれば)の語源は品詞 31jaŋ(…の時)であると考えられている20．

以下は因果関係の範囲に属する例文である．

(17)
1xju 1kjij 1tja 1ku 2xã 1śjij 2dzjwo 2ŋwu 1·jij 2nji 2gjɨ 2dzjwo
許 荊 TOP 後 漢 朝 人 である 自分 甥 ある 人

1sja 1tśhjaa 1nioow 1·o 2nji 2dzju 2njij 2zow 2ŋwu 1ljwij 1ta 2ljij
殺す ので 後 主人 ら 武器 持つ で 恨み 取り 来る

18 原文の図録を確認したところ，“ ”は“ ”の誤字である可能性が高い．
19 Heine&Kuteva（2002: 308）参照．
20 これは，因果関係と順接関係の間に明確な違いがないということの根拠の一つである．元々，因果関係も順接

の範囲に属すると考えられる．范（2011: 162）参照．
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許荊は後漢の人である．自分の甥がある人を殺したので，後に，(ある人の)主人は武器を持

って仇を討ちに来た．『新集慈考伝』(聶 2009: 119)

この内容も『新集慈考伝』の出典である．後漢の時，許荊という人物がいた．彼の甥はある人を殺

したので，後に殺された人の主人が武器を持って仇を討ちに来た．ここも 1tśhjaaにより，時間とい

うより原因を示していると考えられる．

(18)
2wjij 2·ju 2·jow 2śja 2ŋa 2nji 1tsjiir ?·a 1bjij 1tśhjaa
叔父 常 褒める 曰く 私 甥 官位 P1 昇進する ので

1gjij 1dzjɨ 1khjɨɨ 1nja 1lhu
倍 恭敬 P1 増える

叔父は常に褒めて曰く「私の甥は官位が昇進したので，(私への)倍して恭敬が増えた」

『新集慈考伝』(聶 2009: 121)

この一節も『新集慈考伝』の内容で，柳仲郢という人は自分の叔父を父上のように尊敬していた．街

で叔父に出会う時，馬から降りて立っていた．叔父は曰く「私の甥は官位が昇進したので，(私に対す

る)尊敬が一層増えた」と褒めた．この 1tśhjaaは原因として解釈するのが適当と考えられる．

（19）
2diow 1gieej 1mji 1tśhjaa 2ŋwu 1lwu 2ŋwu 2rjɨr 2ljij
姉 桜 聞く ので 泣く で P1 来る

姉の桜が(弟の死を)聞いたので，泣きながら来た．『新集慈考伝』(聶 2009: 144)

この文は聶政という人物の物語である．聶政は賞金をもらうために人を殺した．政府の役人に捕ま

った時，姉を護るため，自分の顔を傷つけて自殺した．聶政の顔がめちゃくちゃになっていたため，

市街に死体を置いても，誰も分からなかった．姉の桜はこの事を聞いて，泣きながら来た．この文で

も因果関係を示すと考えられる．
1tśhjaaと 1nioowの使い分けの差は，現時点では不明である．ただし， 1tśhjaaについてはおそ

らく文法化が進んだ表現であると考えられる．他にこのような文法化が進んだという事例が報告さ

れている．例えば西夏語の�2kha は 1tśhjaaと同じ空間を示すが，呉宇は西夏語の空間詞�2khaは
時空メタファーの過程を通じて，「～している間」としての機能を帯びていると指摘した

21
．これも本

考察の傍証となるかもしれない．

3.まとめ

以上，西夏文献における 1tśhjaaの各種の意味について分析した．以上の例文をまとめると次の表

のようになる．

21 それぞれの例文は呉宇の論文「西夏語方位詞 kha1在递進句中的用法」（forthcoming）を参照．
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意味 形式 類似表現との相違

空間 ～の上 名詞の後 高低ではなく位置として「上」

時間 ～した時（～するやいなや） 動詞の後 「直後，すぐ」(時間点)

「時」の後 時間帯

因果 ～したので，～すると 動詞の後 原因・理由( 1nioowとの差不明)

林英津は「西夏文の 1tśhjaaは�（ところ，場所）の意味を持つ，そして，�（おいて，に）とペ

アになる例もある．これは 1tśhjaaが品詞から格助詞になる傾向を示す根拠である」と指摘した22．本

考察で 1tśhjaaは文法化が進と，動詞の後に位置するように形式にも変化が生じることが明らかにな

った．

3.2 今後の課題

今後検討する余地がある 1tśhjaaについて述べる．

以上の例文が示すように， 1tśhjaaを原因標識として扱う時，一般に「形容詞＋ 小節 」の後に

来る．しかし，西夏文文献には，「名詞」の後に来る形式で，「原因」として解釈できる例文もあ

る．

この一文は西夏文『五類法界』の内容で，ここで 1tśhjaaを使って，原因を表すと考えられる24．即

ち，「西天の人は嫉妬し，凶悪で，命のために来る」という意味を示す．

しかし，ここで注意すべきなのは，劉が資料とした西夏文文献25を確認すると，このような使い方は

『五類法界』の一例しかない．これはチベット文から訳された西夏文の特徴なのか，或いは「当て字」

なのか，引き続き分析する余地がある．

また，前述のように 1tśhjaaの他に，西夏語の 1khaも「時空メタファー」を経て，（文と文の）

接続詞として使われるということが研究者によって指摘された(呉 forthcoming)．本研究ノートは

1tśhjaaのみを考察したが，西夏語において，他の空間を表す「位置詞」もこの様な文法化の過程を経

ているのか，もし同じ文法化を経て，順接や因果関係の標識として使われると，それぞれに区別があ

22 林（1993: 677-711）参照．
23 原文の図版（Solonin先生より貸与）を確認したところ、“�”ではなく“�”だったため、字形と音を修正し

た．
24 この句の 1tśhjaaについて，Solonin も 1tśhjaaは「何々のため，英語の forと同じ」と指摘している．『西夏

語語法導論』Solonin（forthcoming）を参照．
25 西夏文『観心論』『灯録』『新集慈孝伝』『六祖壇経』など．

（20） � � ... � � � � � � �23 � �

2dzjiij 2da ... 2lji 1mə 2dzjwo 1tja 1zjɨ̣ 1sew 1bja 2niow
1bju

師 曰く ... 西 天 人 TOP 嫉妬 凶悪 で

� � � � � � � � � � � �

2nji 2njɨ 1·jij 1ka 1tśhjaa 1lja 1tsjiir 2nji 2ljij 1kjɨ 1tji 2·jɨ

あなた 達 の 命(の) ため 来る 法 聞く 来る P1 NEG 言う

師は曰く「西天の人は嫉妬深く，凶悪で，あなた達の命のため(殺すため)来るでしょう，(あな

た達が)法を聞くために来たと(西天の人)に言わない(で)」『五類法界』(Solonin 2023:209，231)
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るのか，など方位詞の文法化について，これから様々な未知の課題が残されている．

文法要素略号

CM: 格標識，NEG: 否定接頭辞，P1: 接頭辞 1 (完了態などを表す)，TOP: 主題標識
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